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運用報告書（全体版） 

温暖化対策株式オープン 

 

愛称：グリーン・プラネット 

 
 

第24期（決算日：2019年８月21日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「温暖化対策株式オープン」は、

去る８月21日に第24期の決算を行いました。ここに

謹んで運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／内外／株式 

信託期間 2027年８月23日まで（2007年８月31日設定） 

運用方針 
ファミリーファンド方式により、信託財産の
成長を目指して運用を行います。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
ファンド 

地球温暖化対策株式オープン 
マザーファンド受益証券 

マ ザ ー 
ファンド 

世界各国の株式 

運用方法 

・世界各国の地球温暖化対策に関連する企業
の株式に分散投資を行います。 

・運用指図に関する権限をシュローダー・イ
ンベストメント・マネージメント・リミテッ
ドに委託します。 

・個別企業の調査・分析に重点をおいたボト
ムアップ・アプローチによる銘柄選定を行
います。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
ファンド 

・マザーファンドへの投資割合
は、制限を設けません。 

・株式への実質投資は、制限を設
けません。 

・同一銘柄の株式への実質投資
は、当ファンドの純資産総額の
10％以内とします。 

・外貨建資産への実質投資は、制
限を設けません。 

マ ザ ー 
ファンド 

・株式への投資は、制限を設けま
せん。 

・同一銘柄の株式への投資は、当
マザーファンドの純資産総額
の10％以内とします。 

・外貨建資産への投資は、制限を
設けません。 

分配方針 

毎年２月21日および８月21日（休業日の場合
は翌営業日）に決算を行い、収益分配方針に
基づいて分配を行います。分配対象額の範囲
は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価
益を含みます。）等の全額とします。基準価額
水準・市況動向等を勘案して、分配金額を決
定します。（ただし、分配対象収益が少額の場
合には分配を行わない場合もあります。） 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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温暖化対策株式オープン

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 
○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
MSCI ワールド･インデックス 株   式 

組入比率 
株   式 
先物比率 

投資信託 
証   券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（円換算） 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ ％ 百万円 

20期(2017年８月21日) 12,448 100 6.4 14,562 2.5 96.2 － 1.5 1,059 

21期(2018年２月21日) 13,770 100 11.4 15,886 9.1 95.3 － 1.5 1,137 

22期(2018年８月21日) 13,797 100 0.9 16,569 4.3 94.3 － 1.7 1,073 

23期(2019年２月21日) 13,727 100 0.2 16,339 △1.4 96.2 － 1.3 1,026 

24期(2019年８月21日) 13,080 100 △ 4.0 16,159 △1.1 95.6 － 1.4 957 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 
（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 
（注） MSCI ワールド・インデックス（円換算）は、MSCI ワールド・インデックス（米ドル建て税引き後配当込み）（出所：MSCI）の基準日前

営業日の指数を基準日のわが国の対顧客電信売買相場の仲値により三菱ＵＦＪ国際投信が円換算したうえ設定時を10,000として指数化
したものです。 

 MSCI ワールド・インデックス（出所：MSCI）。ここに掲載される全ての情報は、信頼の置ける情報源から得たものでありますが、その
確実性及び完結性をMSCIは何ら保証するものではありません。またその著作権はMSCIに帰属しており、その許諾なしにコピーを含め電
子的、機械的な一切の手段その他あらゆる形態を用い、またはあらゆる情報保存、検索システムを用いて出版物、資料、データ等の全
部または一部を複製・頒布・使用等することは禁じられています。 

（注） 外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しており

ます。 
（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 

   

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
MSCI ワールド･インデックス 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 （円換算） 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ ％ 

2019年２月21日 13,727 － 16,339 － 96.2 － 1.3 

２月末 13,829 0.7 16,438 0.6 95.6 － 1.3 

３月末 13,794 0.5 16,525 1.1 95.9 － 1.3 

４月末 14,557 6.0 17,238 5.5 94.5 － 1.3 

５月末 13,203 △3.8 16,141 △1.2 93.6 － 1.2 

６月末 13,849 0.9 16,701 2.2 93.8 － 1.3 

７月末 13,942 1.6 17,132 4.9 96.8 － 1.4 

(期  末)        

2019年８月21日 13,180 △4.0 16,159 △1.1 95.6 － 1.4 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しており

ます。 
（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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温暖化対策株式オープン

運用経過
第24期：2019年２月22日～2019年８月21日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円） （百万円）

2019/２/21 2019/４/19 2019/６/24 2019/８/21
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純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛分配金再投資基準価額：左目盛

参考指数：左目盛

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

第 2 4 期 首 13,727円
第 2 4 期 末 13,080円
既払分配金 100円
騰 落 率 －4.0％

（分配金再投資ベース）

温暖化対策株式オープン
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温暖化対策株式オープン

基準価額の主な変動要因

基準価額は期首に比べ4.0％（分配金再投資ベース）の下落とな
りました。

基準価額の動き

米ドルが円に対して下落したことや、TPI COMPOSITES INCや
INFINEON TECHNOLOGIES AGなどの保有銘柄の株価が下落
したことなどが、基準価額の下落要因となりました。

下落要因

温暖化対策株式オープン
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温暖化対策株式オープン

第24期：2019年２月22日～2019年８月21日

投資環境について

  株式市況
外国株式市況は上昇しました。
期首から2019年４月末までは、米連邦公
開市場委員会（ＦＯＭＣ）にて年内の利
上げを行わないとする見通しが示された
ことや、米国の企業決算が好調であった
ことなどから上昇しました。
５月は、米中両国が互いの輸入品に対し
て関税引き上げを発表したことなどを受
け、米中通商協議への不透明感が高まっ
たことなどから下落しました。
７月末にかけては、欧米の中央銀行が金
融緩和姿勢を示したことなどを背景に上
昇しました。
その後は、米中通商協議の進展に対する

不透明感などから下落したものの、期を
通してみますと、上昇しました。

  為替市況
米ドルは円に対して下落しました。
期首から2019年４月末にかけては、ＦＯ
ＭＣにて年内の利上げを行わないとする
見通しが示されたことなどから下落する
局面があったものの、米国経済の堅調さ
などを背景に上昇し、米ドルは円に対し
て方向感の乏しい動きとなりました。そ
の後、期末にかけては、米国における利
下げ観測の高まりなどを受け、米ドルが
円に対して下落しました。

当該投資信託のポートフォリオについて

  温暖化対策株式オープン
地球温暖化対策株式オープン　マザー
ファンド受益証券を主要投資対象とし､
組入比率を高位に保ち、実質的な運用は
マザーファンドで行いました。

  地球温暖化対策株式オープン　マ
ザーファンド
世界各国の地球温暖化対策に関連する企
業の株式に分散投資し、株式組入比率は
高位に保ちました。

銘柄の選定に当たっては、地球温暖化に
伴う経済活動の変化の中で、利益の拡大
が期待される企業を選定しました。
個別企業の調査・分析に重点をおいたボ
トムアップ・アプローチにより、持続的
な利益成長や市場予想を上回る業績が期
待される銘柄を中心に厳選しました。
運用指図に関する権限をシュローダー・
インベストメント・マネージメント・リ
ミテッドに委託しています。
銘柄入替のポイントは、風力発電機器な

温暖化対策株式オープン
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温暖化対策株式オープン

（ご参考）

■テーマ別比率
期首（2019年２月21日） 期末（2019年８月21日）

投資テーマ
比率

投資テーマ
比率

緩和 適応 緩和 適応

クリーンエネルギー 17.4％ － クリーンエネルギー 20.9％ －

エネルギー効率 25.3％ － エネルギー効率 22.8％ －

輸送分野 27.6％ － 輸送分野 22.6％ －

環境資源 6.5％ 7.2％ 環境資源 9.5％ 6.4％

その他 12.6％ 1.8％ その他 13.5％ 2.1％

・比率は、マザーファンドの純資産総額に対する割合です。
・業種は、ＧＩＣＳ（世界産業分類基準）によるものです。Global Industry Classification Standard
（“ＧＩＣＳ”）は、MSCI Inc.とＳ＆Ｐ（Standard & Poor’s）が開発した業種分類です。ＧＩＣＳに関
する知的財産所有権はMSCI Inc.およびＳ＆Ｐに帰属します。
・緩和／適応区分および投資テーマ区分は、シュローダー・インベストメント・マネージメント・リミテッ
ドの決定によるものです。なお、用語解説は、後記「用語解説について」をご参照ください。

どにおいて需要の拡大が見込まれると判
断したことなどから、XINJIANG GOLD
WIND SCI&TEC-Hを新規に組み入れま

した。期待される水準の成長が見込めな
いと判断したことなどから、WARTSILA 
OYJ ABPを全株売却しました。

用語解説について
緩和…地球温暖化の進行を『緩和』する（二酸化炭素排出量の削減）
適応…進行する地球温暖化に『適応』する（災害などへの備え）

地球温暖化対策がもたらす投資テーマ
◆クリーンエネルギー＜緩和＞
風力、太陽光、太陽熱、地熱、原子力発電　等

◆エネルギー効率＜緩和＞
高効率照明、半導体素子、省エネ新素材、スマートメーター　等

◆輸送分野＜緩和＞
次世代技術自動車（エコカー）、車両・航空機軽量化技術、リチウムイオン電池　等

◆環境資源＜緩和/適応＞
農作物関連、水資源、森林資源　等

（注）  上記は、一例であり、全てを網羅するわけではありません。
 また、今後見直す場合があります。

温暖化対策株式オープン
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温暖化対策株式オープン

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けてお
りません。右記のグラフは当ファンド（ベビーファン
ド）の基準価額と参考指数の騰落率との対比です。
参考指数はMSCI ワールド・インデックス（円換算）で
す。

（％）

2019/２/21 ～ 2019/８/21
－5.0

－4.0

－3.0

－2.0

－1.0

0.0
ファンド 参考指数

基準価額と参考指数の対比（騰落率）

※ファンドの騰落率は分配金込みで計算して
います。

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準・市況動向等を勘案し、次表の通りとさせていただき
ました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に留保し、運用の
基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第24期
2019年２月22日～2019年８月21日

当期分配金（対基準価額比率） 100（0.759％）

当期の収益 39

当期の収益以外 60

翌期繰越分配対象額 3,801

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

温暖化対策株式オープン
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温暖化対策株式オープン

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

  温暖化対策株式オープン
引き続き、地球温暖化対策株式オープン　
マザーファンド受益証券の組入比率を高
位に保ち、運用を行っていく方針です。

  地球温暖化対策株式オープン　マ
ザーファンド
各国が二酸化炭素の排出を大幅に削減し、
なお経済を向上させる低炭素経済への移
行を速めている中、クリーンエネルギー
技術の進歩により地球温暖化対策に関連
する企業の競争力が改善してきたことな
どから、今後の市場拡大が見込まれます。

引き続き、世界各国の地球温暖化対策に
関連する企業の株式に分散投資し、これ
らの株式を高位に保つ方針です。
各種リスクを見極めた上で、持続的な利
益成長や市場予想を上回る業績が期待さ
れる銘柄を中心に厳選します。
中長期的には、人口の増加や生活水準の
維持・向上などを背景に、地球温暖化
（気候変動）に適応する企業群や緩和策
を提供できる企業群は恩恵を受けると考
えており、これらの銘柄を厳選して投資
テーマに据え、投資を行っていく方針で
す。

温暖化対策株式オープン
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温暖化対策株式オープン

2019年２月22日～2019年８月21日

１万口当たりの費用明細

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費
用は、このファンドが組み入れている親投資信託
が支払った金額のうち、当ファンドに対応するも
のを含みます。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 122 0.881 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) ( 65) (0.473) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) ( 52) (0.376) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (  4) (0.032) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 1  0.008  (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) (  1) (0.008) 
( 投資信託証券 ) (  0) (0.000) 

(ｃ)有価証券取引税 1  0.010  (ｃ)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数
有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

( 株 式 ) (  1) (0.010) 
( 投資信託証券 ) (  0) (0.000) 

(ｄ)そ の 他 費 用 6  0.043  (ｄ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) (  5) (0.036) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) (  1) (0.005) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (  0) (0.001) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 130  0.942  

期中の平均基準価額は、13,799円です。

温暖化対策株式オープン
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（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.87％です。

（注） 費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注） 各比率は、年率換算した値です。
（注） 前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

運用管理費用（販売会社）
0.76％

運用管理費用（投信会社）
0.95％

総経費率
1.87％

その他費用
0.09％

運用管理費用（受託会社）
0.07％

温暖化対策株式オープン
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○売買及び取引の状況 (2019年２月22日～2019年８月21日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
地球温暖化対策株式オープン マザーファンド 8,467 15,160 29,078 53,110 

 
 
 

○株式売買比率 (2019年２月22日～2019年８月21日) 

 

項 目 
当 期 

地球温暖化対策株式オープン マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 336,117千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 973,372千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.34   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年２月22日～2019年８月21日) 

 

＜温暖化対策株式オープン＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜地球温暖化対策株式オープン マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 150 3 2.0 185 0.551283 0.3 

平均保有割合 100.0%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 80千円 
うち利害関係人への支払額（B） 0.83千円 

（B）／（A） 1.0％   
 

（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とはモル
ガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2019年８月21日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

地球温暖化対策株式オープン マザーファンド 565,911 545,301 948,387 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2019年８月21日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

地球温暖化対策株式オープン マザーファンド 948,387 97.3 

コール・ローン等、その他 25,817 2.7 

投資信託財産総額 974,204 100.0 
 

（注） 地球温暖化対策株式オープン マザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（837,555千円）の投資信託財産総額（948,467千

円）に対する比率は88.3％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは

以下の通りです。 

１アメリカドル＝106.36円 １カナダドル＝79.90円 １ユーロ＝117.99円 １イギリスポンド＝129.38円 

１スイスフラン＝108.65円 １ノルウェークローネ＝11.82円 １デンマーククローネ＝15.82円 １オーストラリアドル＝72.08円 

１香港ドル＝13.56円 100韓国ウォン＝8.81円 １ニュー台湾ドル＝3.39円  

 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年８月21日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 974,204,444   

 コール・ローン等 25,716,831   

 地球温暖化対策株式オープン マザーファンド(評価額) 948,387,613   

 未収入金 100,000   

(B) 負債 16,358,196   

 未払収益分配金 7,323,109   

 未払解約金 1,499   

 未払信託報酬 8,978,847   

 未払利息 48   

 その他未払費用 54,693   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 957,846,248   

 元本 732,310,976   

 次期繰越損益金 225,535,272   

(D) 受益権総口数 732,310,976口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 13,080円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 747,770,765円 

期中追加設定元本額 14,258,402円 

期中一部解約元本額 29,718,191円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.3080円です。 

 

○損益の状況 (2019年２月22日～2019年８月21日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      4,357   

 受取利息 3   

 支払利息 △      4,360   

(B) 有価証券売買損益 △ 31,068,405   

 売買益 1,508,869   

 売買損 △ 32,577,274   

(C) 信託報酬等 △  9,033,578   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 40,106,340   

(E) 前期繰越損益金 240,669,715   

(F) 追加信託差損益金 32,295,006   

 (配当等相当額) (   42,102,919)  

 (売買損益相当額) (△  9,807,913)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 232,858,381   

(H) 収益分配金 △  7,323,109   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 225,535,272   

 追加信託差損益金 32,295,006   

 (配当等相当額) (   42,128,592)  

 (売買損益相当額) (△  9,833,586)  

 分配準備積立金 236,238,576   

 繰越損益金 △ 42,998,310   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2019年２月22日～ 
2019年８月21日 

費用控除後の配当等収益額 2,891,970円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 42,128,592円 

分配準備積立金額 240,669,715円 

当ファンドの分配対象収益額 285,690,277円 

１万口当たり収益分配対象額 3,901円 

１万口当たり分配金額 100円 

収益分配金金額 7,323,109円 

③「地球温暖化対策株式オープン マザーファンド」の信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために要する費用と

して、信託財産に属する同親投資信託の信託財産の純資産総額に対し年１万分の50の率を乗じて得た額を委託者報酬の中から支弁してお

ります。 

 

  



品 名：03_90003_148022_024_02_温暖化対策株式オープン_785113.docx 

日 時：2019/10/1 11:32:00 

ページ：13 
 

― 13 ― 

温暖化対策株式オープン

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 100円 
 
◆分配金は決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、2019年８月21日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

2014年１月１日から、2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興

特別所得税が付加され、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％（法人受益者は15.315％の源泉徴収が行われます。））

の税率が適用されます。 
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